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第２期宮城県循環型社会形成推進計画目標指標一覧

(2) 第１　課題と各主体の取り組み

P.12-25

No.
課題
番号

課題
担当
部局

担当課 担当班 指標 数値算出根拠
目標値

（平成27年度）
平成27年度

実績値
目標値

(令和2年度）
平成28年度

実績値
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実績値
平成30年度

実績値
成果の概要等

1
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

地域で行われている３Ｒに
係る環境保全活動に参加し
ている世帯の割合

県民意識調査 50% 21.8% 21.4% 21.1%
20%前後で推移している。環境保全活
動の意味がわかりにくい。

2
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

レジ袋辞退率

レジ袋使用削減実績
https://www.pref.miyagi.jp/s
oshiki/junkan/regi-
zisseki.html

90% 80% 80% 79.7% 81.4% 80.3% 80%前後で推移している。

3
環境
生活
部

環境政策
課

環境計
画推進
班

自らの事務事業において環
境保全に率先して取り組ん
でいる市町村数

宮城県環境白書「市町村環
境基本条例制定状況」
http://www.pref.miyagi.jp/so
shiki/kankyo-s/h28white-
paper-top.html

全市町村(35) 26 全市町村(35) 26 26 28

左記の実績値は，「地球温暖化対策
の推進に係る実行計画（事務事業
編）」の数値となっている。
平成30年度中の別途補足聞き取りで
は，「これまで策定の実績が無く」かつ
「策定の目処も無し」としたのは，４市
町村となっている。

4
環境
生活
部

環境政策
課

環境計
画推進
班

グリーン購入に組織的に取
り組んでいる市町村数

宮城県環境白書
https://www.pref.miyagi.jp/u
ploaded/attachment/606436
.pdf

全市町村(35) 9 全市町村(35) 9 9 9
組織的に取り組んでいる市町村は少
ない。

5
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

一般廃棄物多量排出事業
者の指導のための規程を整
備している市町村数

一般廃棄物処理事業実態調
査補足調査

15 13 全市町村(35) 13 13 13 取り組んでいる市町村は少ない。

6
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

容器包装全品目の分別収
集の実施市町村数

容器包装リサイクル法に基
づく報告

全市町村(35) 27 全市町村(35) 25 28 25
リサイクルにかかる費用（分別の人手
等）の負担が大きいことから進展して
いない。

7
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

その他プラスチック製容器
包装の分別収集の完全実
施市町村数

容器包装リサイクル法に基
づく報告（白色トレイとその他
プラスチックの双方を分類し
ている市町村数）

全市町村(35) 11 10 10
プラスチックを分別するための費用負
担が高く，取組は進んでいない。

8
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

壊れてしまった物を修理した
り，いらなくなった物を人に
譲ったりすることで，物を大
切に使う

9
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

集団資源回収活動へ参加・
協力

10
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

買い物時環境に優しい商品
を選ぶ

11
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

生ごみをたい肥化している

12
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

紙ごみの再資源化率
一般廃棄物処理事業実態調
査

15% 26.3% 15% 35.0% 31.7% 30.6% 目標に達している。

13
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

集団資源回収実施団体数
一般廃棄物処理事業実態調
査補足調査

2,600 2,133 2,400 2,173 2,155 2,131
子供の数が減少していることから，集
団回収は減少傾向にある。

14
課題５
【重
点】

小型電子機器
等リサイクル制
度の推進

環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

小型家電リサイクル制度に
取り組む市町村数

環境省調査 全市町村(35) 28 34 34
ほぼすべての市町村が何らかの取組
を実施している。回収量が全国平均を
大きく下回ることが問題。

課題１
【重
点】

ごみの分別な
どの環境配慮
行動の推進

県民意識調査「廃棄物等の
３Ｒと適正処理について」
https://www.pref.miyagi.jp/s
oshiki/seisaku/27ishiki-
result-mokuji.html

65%以上
（いずれかの行
動をしている県

民の割合）

76.1% 79.9%
目標値は達成している。

79.1%

50%以上
（いずれかの行
動をしている県

民の割合）

65.9%

第２期循環計画

第２期の成果と，指標としての問題点など
第１期循環計画

課題２
紙類のリサイク
ル率の向上

資料５
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資料５

15
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

県内の食品リサイクル処理
量(t/年)

農林水産省「食品リサイクル法
に基づく定期報告の結果につ
いて」
http://www.maff.go.jp/j/shokus
an/recycle/syokuhin/s_houkok
u/kekka/gaiyou.html

60,000 21,318 60,000 106,890 103,243 集計中
農林水産省の集計では，県外から受
入した量を含めたリサイクル量のた
め，指標として不適切。

16
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

食品廃棄物等の再生利用
の実施について一般廃棄物
処理計画に位置付けている
市町村

一般廃棄物処理事業実態調
査補足調査

全市町村(35) 9 12 13
市町村数は増えているが，具体的な
数値目標の方が指標として適してい
る。

17
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

がれき類（アスファルト・コン
クリート塊）の再資源化率*1

98% 99.0% 99% 99.3% 99.8% 99.9% 目標を達成した。

18
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

がれき類（コンクリート塊）の
再資源化率*1

98% 99.0% 99% 98.7% 99.4% 96.8% H30年度低下した。

19
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

木くず（建設発生木材）の再
資源化・縮減率*2

80% 93.0% 95% 95.8% 96.8% 97.3% 目標を達成した。

20
環境
生活
部

環境政策
課

環境産
業振興
班

みやぎ産業廃棄物３Ｒ等推
進設備整備事業の新規採
択件数（累計）

環境政策課ホームページ
「設備等整備関係補助金活
用事例」
https://www.pref.miyagi.jp/s
oshiki/kankyo-s/jirei-
1208.html

50 13 32 45
45件の補助を実施しており新規採択
件数の目標値は達成の見込み。

21
環境
生活
部

環境政策
課

環境産
業振興
班

３R技術・製品開発チャレン
ジ応援事業（累計）
（旧：３Ｒ新技術研究開発支
援事業）業の新規採択件数

環境政策課　集計 15 2 4 6

6件の補助にとどまり，新規採択件数
の目標値は未達成の見込み。原因と
しては，研究開発に時間を要すること
等があげられる。このため，最大３年
間の事業期間を設定し，案件発掘に
取り組んでいる。

22
環境
生活
部

環境政策
課

環境産
業振興
班

３Ｒ商品開発スタートアップ・
販売促進支援事業（累計）
（旧：産業廃棄物再生資源
等有効活用推進事業）の新
規採択件数

環境政策課　集計 10 3 9 13
13件の補助を実施しており新規採択
件数の目標値は達成の見込み。

23
環境
生活
部

環境政策
課

環境産
業振興
班

「みやぎ環境e-ＮＥＷＳ」の
ホームページ月間閲覧数

環境政策課　集計 500 132 103 120
2ヶ月に1回の発行を行っており，発行
時には，環境関連団体等に周知して
いる。

24
環境
生活
部

環境政策
課

環境産
業振興
班

リサイクルのススメ登録件
数

環境政策課　集計 100 77 100 85 85 77

登録を希望する産廃処理事業者の情
報について，審査のうえ県HP上で紹
介している。登録事業者の情報につ
いては，環境産業コーディネーターを
介して随時更新を行っている。

25
課題１
４

家畜排せつ物
の適正処理と
リサイクルの推
進

農林
水産
部

畜産課
草地飼
料班

家畜排せつ物処理施設の
整備数

畜産課データ（堆肥センター
の整備数）

30 24 30 27 27 27
東日本大震災の影響や農家戸数の
減少により，堆肥センターの数が減少
している。

26
環境
生活
部

循環型社
会推進課

不法投
棄対策
班

県内の10t以上の不法投棄
件数及び量

宮城県環境白書及び
産廃税基金充当事業実績報
告（仙台市分）

0 0 2件，2,480t 4件，320t
平成29年度は近年で最大規模の事案
が2件発生した。

27
環境
生活
部

循環型社
会推進課

リサイク
ル推進
班

家電不法投棄の台数 宮城県環境白書 0 824 978 1,172
海外輸出が困難になってきていること
から増加傾向にある。

産業廃棄物実態調査
（循環型社会推進課集計）
*1 再資源化率＝資源化量/
発生量*100
*2 再資源化率・縮減率＝(発
生量-最終処分量)/発生量
*100

課題１
６
【重
点】

不法投棄防止
対策の推進

課題６
【重
点】

食品廃棄物等
のリサイクルの
推進

課題７
各種リサイクル
法の推進

課題１
０

震災影響を反
映した新たな
施策の展開

課題１
３

情報発信・共
有の推進
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28
１－
（１）

環境教育の推
進

教育
庁

生涯学習
課

生涯学
習振興
班

教育研究機関の行う循環型
社会形成に関する公開講座
等の受講者数（人/講座）

みやぎ県民大学受講者のう
ち，循環型社会講座の受講
者数

35 24 30 32
目標値まで達していないが，増加傾
向にある。

29
環境
生活
部

環境政策
課

環境産
業振興
班

宮城県グリーン製品の認定
を受けた事業所数

環境政策課　集計 66 56 60 56 61 59
多少の増減は認められるが，増加傾
向にある

30
環境
生活
部

環境政策
課

環境産
業振興
班

宮城県グリーン製品の認定
数

環境政策課　集計 80 98 100 104 124 112

多少の増減は認められるが，増加傾
向にある。更新をやめた理由として
は，認定が売上拡大に直接寄与しな
かった為との意見が多い。

31
２－
（４）

３Ｒに関する産
業の振興と事
業者の育成

環境
生活
部

環境政策
課

環境産
業振興
班

環境産業コーディネーター
年間訪問企業延べ数

環境政策課　集計 600 973 1,067 1,081

エコフォーラム運営支援，補助事業の
発掘，県の支援事業及び主催セミ
ナー等の案内，産－産，産－学マッチ
ング等を実施。

32
３－
（７）

汚泥の３Ｒ推進
土木
部

都市計画
課

下水道
班

下水汚泥最終処分率（脱水
汚泥ベース）

都市計画課　集計 0% 47.5% 0% 51.9% 34.5% 30.6%
目標値まで達していないが，減少傾
向にある。

33
４－
（９）

特別管理産業
廃棄物等の適
正処理の推進

環境
生活
部

循環型社
会推進課

廃棄物
指導班

保管ＰＣＢ廃棄物の処分率
ＰＣＢ特措法に基づく保管及
び処分状況等の届出

80% 92.5% 94.9% 95.9% 横ばいであるが，増加傾向にある。

１－
（４）

宮城県グリー
ン製品の普及
拡大

第２期循環計画

第２期の成果と，指標としての問題点など
第１期循環計画


